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要要旨旨  
目目的的：：本研究の目的は医療的ケア児の教育を支えている学校看護師の医療的ケア児・保護者・教職員

との関わりの中で感じるやりがいを明らかにすることである．  
対対象象とと方方法法：：医療的ケア児の看護に携わる学校看護師 11 名を対象に，半構造化面接を実施し，質的帰
納的に分析した． 
結結果果：分析の結果，15 サブカテゴリー，6 カテゴリーに分類された．学校看護師は，【子どもが学校
で安全に過ごすために必要な存在である】と自己の役割を認識し，【子どもが教育を受けることを支

えている】，【子どもが医療的ケアを自ら行えるようになるために子どもの成長を支えている】こと

へやりがいを感じていた．また，【子どもから学びながら信頼関係を構築している】，【医療的ケア

以外にも子どもと関係づくりができる】，【教職員や保護者に支えてもらっている】と子どもや保護

者，教職員との関係性の中でやりがいを感じていた． 
考考察察：：学校看護師が自己の役割や存在意義を認識することができるよう，医療的ケア児を地域で支え

ている小児看護の専門家と連携し学校看護師を支援できるような体制を構築する必要性が示唆された． 
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AAbbssttrraacctt  
AAiimm:: This study aims to elucidate the sense of satisfaction felt by school nurses who support the 
education of children with medical complexity， in their interactions with the children， the 
children’s caregivers and their teachers. 
PPaarrttiicciippaannttss  aanndd  mmeetthhoodd:: 11 school nurses who are involved with the nursing care of children with 
medical complexity participated in this study. Semi-structured interviews were conducted with the 
participants to collect data on their thoughts and perspectives of supporting the education of 
children with medical complexity. Qualitative descriptive analysis of the data was conducted. 
RReessuullttss:: As a result of the analysis， data were categorized into 15 subcategories and 6 categories. 
The following categories of thought aided the sense of satisfaction felt by school nurses: 
“Supporting the education of children”; “Supporting the children’s growth in terms of their ability 
to look after themselves medically”. The category “Thinking of yourself as being necessary in terms 
of allowing children to lead a safe life at school” confirmed the sense of duty felt by participants. 
The school nurses also felt a sense of satisfaction in the following categories: “Building a sense of 
trust with the children while learning from them”; “Being supported by the children’s caregivers 
and school teachers”. 
DDiissccuussssiioonn:: This study points to the importance of both building a network that can support school 
nurses， and collaborating with pediatric nursing specialists who are supporting children with 
medical complexity in the community so that school nurses can fully recognize and appreciate the 
significant role they play. 
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者間で精査し，意見の一致が得られるまで検討を

重ね，信用性の確保に努めた．また，分析の過程

では，質的研究に精通した研究者からスーパーバ

イズを受けた． 
55．．倫倫理理的的配配慮慮  
本研究は，清泉女学院大学倫理委員会の承認を

得て実施した（承認番号 2019K001)．対象者に
は書面と口頭にて，研究の主旨，調査方法，参加

の自由意思等を説明し，不参加や協力の撤回によ

って不利益は一切発生しないことを説明した．ま

た，個人情報の保護，データの守秘，成果発表時

の匿名性の確保について説明した．面接の場所は，

対象者の都合に合わせて調整し，個室等のプライ

バシーが確保できる環境で行った． 
66．．利利益益相相反反  
本研究における利益相反は存在しない． 
ⅤⅤ．．結結果果  
11．．研研究究対対象象者者のの概概要要（（表表 11））  
 対象者は 11名で，年代は 30歳代から 60歳代
であった．看護師経験年数は，5 年以上 10 年未
満が 2 名，10 年以上 20年未満が 6 名，20 年以
上 30年未満が 2名，30年以上が 1名であった．
学校看護師の経験年数は，1 年未満が 2 名，1 年
以上 3年未満が 4名，3年以上 5年未満が 3名，
5年以上が 2名であった． 

表表 11  研研究究対対象象者者のの概概要要  

対象者 対象者の 
年代 

看護師 
経験年数 

学校看護師 
経験年数 

A 40歳代 15年 5年 
B 50歳代 20年 2年 
C 30歳代 6年 5ヶ月 
D 30歳代 17年 2年 
E 50歳代 30年 2年半 
F 60歳代 25年 3ヶ月 
G 40歳代 15年 5年 
H 30歳代 17年 2年 
I 40歳代 15年 4年 
J 30歳代 9年 3年 
K 40歳代 13年 4年 

22．．学学校校看看護護師師がが医医療療的的ケケアア児児・・保保護護者者・・教教職職員員
ととのの関関わわりりににおおいいてて感感じじるるややりりががいい（（表表 22））  
  分析の結果，57 コードを抽出し，15 サブカテ

ゴリー，6 カテゴリーに分類された．以下の記述
では，コード化したものを＜ ＞，サブカテゴリ

ー化したものを『 』，カテゴリー化したものを

【 】で示す． 
カテゴリーは【子どもが医療的ケアを自ら行え

るようになるために子どもの成長を支えている】，

【子どもから学びながら信頼関係を構築してい

る】，【子どもが教育を受けることを支えてい

る】，【子どもが学校で安全に過ごすために必要

な存在だと思う】，【医療的ケア以外にも子ども

と関係づくりができる】，【教職員や保護者に支

えてもらっている】であった． 
11））【【子子どどももがが医医療療的的ケケアアをを自自らら行行ええるるよよううにになな
るるたためめにに子子どどもものの成成長長をを支支ええてていいるる】】  
学校看護師は，＜子どもの成長を日々実感して

いる＞ことで＜子どもの成長を一緒に喜べること

に，やりがいを感じる＞ため，『子どもの成長に

関われることが嬉しい』と，教育現場の中で，学

校看護師も子どもの成長を支える一員であること

に充実感を抱いていた．そして，子どもの成長を

実感し『子どもから元気をもらう』ことで，学校

看護師の原動力につながっていた．また，学校看

護師は＜自己導尿など子どもが手技を習得したと

きにやりがいを感じる＞，＜自己管理の日々の指

導により，子どもができるようになる時に成長を

感じる＞ように，医療的ケア児の将来を見据え，

自立できるように関わり子どもが医療的ケアを自

ら行えるようになったとき『子どもがセルフケア

力を獲得できることが嬉しい』と，学校看護師と

してのやりがいを得ていた． 
22））【【子子どどももかからら学学びびななががらら信信頼頼関関係係をを構構築築ししてて
いいるる】】  
  学校看護師は，＜子どもの打算のない笑顔が

心に響く＞や＜楽しそうな子どもの姿を見られる

ことが嬉しい＞と，医療的ケア児と関わる中で，

『子どもの笑顔を見られることが嬉しい』と感じ 
ていた．また，医療的ケア児は＜言葉が通じなく

ても表情から癒され，救われる＞ことや，＜子ど 

 
 

 

ⅠⅠ．．ははじじめめにに  
近年，学校で人工呼吸器や喀痰吸引，経管栄

養等の医療的ケアを必要とする児（以下「医療的

ケア児」）の増加（厚生労働省，2020）に伴い，
教育現場で医療的ケアを行う学校看護師に対する

ニーズが高まっている（文部科学省，2019ａ）．
医療的ケア児にとって，学校で医療的ケアを受け

られることは，授業の継続性の確保や登校日数の

増加による教育機会の確保・充実につながる（文

部科学省，2019ｂ)．学校看護師は，教職員と連
携しながら，医療的ケア児の教育を支えていく役

割がある． 
しかし，先行研究では，教育職や保護者との

認識の違い（田中ら，2018）や連携の難しさ，
雇用問題，医療職としての責任の重さ，緊急時の

対応への不安（山本，2018）を要因とした学校
看護師の離職が報告されている（清水，2018）． 
一方で，10 年以上勤務している学校看護師も

存在する．清水（2018）は，離職意思を抱いた
学校看護師が仕事を継続しようと気持ちを変化さ

せた理由として，やりがいや必要とされていると

感じることを報告した．医療的ケア児との関わり

の中で，学校看護師としてのやりがいを感じるこ

とは，離職の予防へつながると考えられる． 
そこで本研究は，医療的ケア児・保護者・教

職員との関わりの中で感じる，学校看護師のやり

がいを明らかにすることを目的とする．学校看護

師のやりがいが明らかになることで，離職予防を

含めた学校看護師への支援の示唆を得るとともに，

医療的ケア児を継続的に支えていくことへの一助

となると考える． 
ⅡⅡ．．研研究究目目的的  
  医療的ケア児の教育を支えている学校看護師

が医療的ケア児・保護者・教職員との関わりの中

で感じるやりがいを明らかにする． 
ⅢⅢ．．用用語語のの定定義義  
大辞泉よると，やりがいとは「そのことをする

だけの価値と，それにともなう気持ちの張り」と

されている．また，看護の分野においては，「自

分が行ったケアや，そのケアによる患者の反応か

ら感じる目的を成し遂げたという満足感や充実感，

またそれらを通して感じる自己の成長に対する喜

びなどの感情を表すもの」（柴原ら，2019），
「看護体験から得られる充実感や達成感」（尾上，

2012）と定義されている．そこで，本研究にお
ける学校看護師の「やりがい」とは，「医療的ケ

ア児・保護者・教職員との関わりの中で感じる学

校看護師の存在意義や充実感」と定義した． 
ⅣⅣ．．研研究究方方法法  
11．．対対象象者者  
対象者は，A県とB県の医療的ケア児が通学す

る，公立小学校および特別支援学校に所属する学

校看護師とした． 
22．．調調査査期期間間  
  2019年 9月～2019年 12月 
33．．デデーータタ収収集集方方法法  
  A県・B県の医療的ケア児が通学する公立小学
校および特別支援学校 5校にて，学校長からの研
究協力への承諾を得た後，対象者に該当する協力

者の紹介を得た．その後，参加への意思がある学

校看護師へ，書面と口頭にて研究概要を説明し，

同意を得た．   
同意を得た対象者に，インタビューガイドを用

いて，半構造化面接を行った．インタビューガイ

ドの主な内容は，①学校看護師として働いて感じ

る役割や喜びについて，②医療的ケア児のケアや

日頃の関わりで感じること，③保護者や教職員と

の関わりの中で感じることである．面接内容は，

承諾を得て ICレコーダーに録音した． 
44．．分分析析方方法法  
録音したインタビュー内容を NVivo 12 Plus 

for Windowsを用い逐語録を作成し，研究者が録
音内容と逐語録の整合性を図った．逐語録の内容

から，「やりがい」について焦点をあて，意味内

容を保持しながら文脈を抽出し，質的帰納的に分

析した．分析の過程では，生成された内容を研究
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者間で精査し，意見の一致が得られるまで検討を

重ね，信用性の確保に努めた．また，分析の過程

では，質的研究に精通した研究者からスーパーバ

イズを受けた． 
55．．倫倫理理的的配配慮慮  
本研究は，清泉女学院大学倫理委員会の承認を

得て実施した（承認番号 2019K001)．対象者に
は書面と口頭にて，研究の主旨，調査方法，参加

の自由意思等を説明し，不参加や協力の撤回によ

って不利益は一切発生しないことを説明した．ま

た，個人情報の保護，データの守秘，成果発表時

の匿名性の確保について説明した．面接の場所は，

対象者の都合に合わせて調整し，個室等のプライ

バシーが確保できる環境で行った． 
66．．利利益益相相反反  
本研究における利益相反は存在しない． 
ⅤⅤ．．結結果果  
11．．研研究究対対象象者者のの概概要要（（表表 11））  
 対象者は 11名で，年代は 30歳代から 60歳代
であった．看護師経験年数は，5 年以上 10 年未
満が 2 名，10 年以上 20年未満が 6 名，20 年以
上 30年未満が 2名，30年以上が 1名であった．
学校看護師の経験年数は，1 年未満が 2 名，1 年
以上 3年未満が 4名，3年以上 5年未満が 3名，
5年以上が 2名であった． 

表表 11  研研究究対対象象者者のの概概要要  

対象者 対象者の 
年代 

看護師 
経験年数 

学校看護師 
経験年数 

A 40歳代 15年 5年 
B 50歳代 20年 2年 
C 30歳代 6年 5ヶ月 
D 30歳代 17年 2年 
E 50歳代 30年 2年半 
F 60歳代 25年 3ヶ月 
G 40歳代 15年 5年 
H 30歳代 17年 2年 
I 40歳代 15年 4年 
J 30歳代 9年 3年 
K 40歳代 13年 4年 

22．．学学校校看看護護師師がが医医療療的的ケケアア児児・・保保護護者者・・教教職職員員
ととのの関関わわりりににおおいいてて感感じじるるややりりががいい（（表表 22））  
  分析の結果，57 コードを抽出し，15 サブカテ

ゴリー，6 カテゴリーに分類された．以下の記述
では，コード化したものを＜ ＞，サブカテゴリ

ー化したものを『 』，カテゴリー化したものを

【 】で示す． 
カテゴリーは【子どもが医療的ケアを自ら行え

るようになるために子どもの成長を支えている】，

【子どもから学びながら信頼関係を構築してい

る】，【子どもが教育を受けることを支えてい

る】，【子どもが学校で安全に過ごすために必要

な存在だと思う】，【医療的ケア以外にも子ども

と関係づくりができる】，【教職員や保護者に支

えてもらっている】であった． 
11））【【子子どどももがが医医療療的的ケケアアをを自自らら行行ええるるよよううにになな
るるたためめにに子子どどもものの成成長長をを支支ええてていいるる】】  
学校看護師は，＜子どもの成長を日々実感して

いる＞ことで＜子どもの成長を一緒に喜べること

に，やりがいを感じる＞ため，『子どもの成長に

関われることが嬉しい』と，教育現場の中で，学

校看護師も子どもの成長を支える一員であること

に充実感を抱いていた．そして，子どもの成長を

実感し『子どもから元気をもらう』ことで，学校

看護師の原動力につながっていた．また，学校看

護師は＜自己導尿など子どもが手技を習得したと

きにやりがいを感じる＞，＜自己管理の日々の指

導により，子どもができるようになる時に成長を

感じる＞ように，医療的ケア児の将来を見据え，

自立できるように関わり子どもが医療的ケアを自

ら行えるようになったとき『子どもがセルフケア

力を獲得できることが嬉しい』と，学校看護師と

してのやりがいを得ていた． 
22））【【子子どどももかからら学学びびななががらら信信頼頼関関係係をを構構築築ししてて
いいるる】】  
  学校看護師は，＜子どもの打算のない笑顔が

心に響く＞や＜楽しそうな子どもの姿を見られる

ことが嬉しい＞と，医療的ケア児と関わる中で，

『子どもの笑顔を見られることが嬉しい』と感じ 
ていた．また，医療的ケア児は＜言葉が通じなく

ても表情から癒され，救われる＞ことや，＜子ど 
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もが可愛いので続けられている＞と『素直で可愛

い子どもだから仕事を続けることができている』

と感じ，子どもの可愛さが学校看護師を続けてい

く原動力となっていた．さらに，学校看護師は，

＜子どものケアを通して勉強になったり元気をも

らえる＞，＜今までの看護師の人生で学ばなかっ

たことを，今学んでいる＞ことから，『子どもの

ケアに関わりながら学ぶことが多い』と感じ，医

療現場では学ぶことができなかった看護を修得し

ていた． 
そして，子どもから学びながら，信頼関係構築

の重要性を感じていた．＜子どもとの信頼関係が

あるからケアができる＞，＜子どもに，受け入れ

てもらっていると実感できる＞と，医療的ケア児

のケアを通して『子どもとの関係性を作ることが

大切である』と認識していた． 
33））【【子子どどももがが教教育育をを受受けけるるここととをを支支ええてていいるる】】  
 学校看護師は＜看護支援ではなく，勉強できる

環境を整える＞ことで，医療的ケアを要する＜子

どもが毎日登校できるようにするのも，学校看護

師の役割だと思う＞と，教育現場での看護という

のは『子どもの教育を支えるという役割がある』

と，学校看護師特有の役割を認識していた．また，

学校看護師の存在が＜地域で生活する子どもの支

えとなっている＞ことや，＜学校の活動に参加で

きることが母の安心につながる＞と感じ，医療的

ケアを要する『地域で暮らす子どもと保護者を支

えている』役割があると認識していた．教育現場

の役割だけではなく，地域で暮らす子どもや家族

を包括的に支えている学校看護師の役割にやりが

いを抱いていた． 
44））【【子子どどももがが学学校校でで安安全全にに過過ごごすすたためめにに必必要要なな
存存在在だだとと思思うう】】  
  学校看護師は，＜学校で保護者の代わりに医

療的ケアの支援をすることが，学校看護師の役割

だと思う＞ように，学校で『保護者の代わりに医

療的ケアを行っている』役割があると認識してい

た．また，＜ケアを安全に行い，体調を整えるの

が仕事だと思う＞や＜安全に教育が受けられるよ

うに，私たちが支援している＞のように，医療的

ケアの実施だけではなく，『子どもが安全に学校

で過ごせるように支援する』という，学校現場に

おける医療者としての役割があると認識していた． 
55））【【医医療療的的ケケアア以以外外ににもも子子どどももとと関関係係づづくくりりがが
ででききるる】】  
  学校看護師は＜病院と違い，学校での支援は

子どもとの関わりが親密になる＞と感じ，＜病院

での看護とは違い新鮮な気持ちになる＞ことは，

『病院とは違う関わりができる』と捉えていた．

医療現場とは異なる教育現場で看護を提供するこ

とや，病院とは異なる子どもとの関係性の構築が

できることを，肯定的に捉えていた．また，＜医

療的ケアをする時間以外にも色々な場面で子ども

達とコミュニケーションをとっている＞ように，

『医療的ケアの介入だけではない関わりを持てる』

ことに，教育現場で学校看護師として働く魅力を

感じていた． 
66））【【教教職職員員やや保保護護者者にに支支ええててももららっってていいるる】】  
  学校看護師は＜代替の看護師がいて，仕事も

休みやすいため，良い環境で働いている＞と話す

ように『働きやすい環境で仕事ができている』と

感じていた．また，＜教師と看護師を同等に見て

くれて，大事にされていると感じる＞や，＜保護

者との関係も良好で，良い環境で働いていると思

う＞ように自身が周囲の関係者から大切にされて

いる体験から『教職員や保護者との関係づくりが

大切だと感じる』と認識していた. 
ⅥⅥ．．考考察察  
医療的ケア児の教育を受ける機会を保障するた

めには，学校で医療的ケアを担う学校看護師が必

要不可欠である．今回語られた，やりがいの内容

から，学校看護師の役割認識の重要性と教職員と

保護者，同職種とのネットワーク構築の必要性に

ついて考察した． 
11．．学学校校看看護護師師ののややりりががいいをを支支ええるる役役割割認認識識  
学校看護師は，医療的ケア児自身に成長発達の
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表表 22  学学校校看看護護師師がが医医療療的的ケケアア児児・・保保護護者者・・教教職職員員ととのの関関わわりりににおおいいてて感感じじるるややりりががいい  
カカテテゴゴリリーー  ササブブカカテテゴゴリリーー  ココーードド（（5577））  

子どもが医療的ケアを

自ら行えるようになる

ために子どもの成長を

支えている 

子どもから元気を

もらう 
子どもからパワーをもらっている（1） 
子どもの成長が見えるので元気がもらえる（1） 

子どもの成長に 
関われることが 
嬉しい 

子どもの成長を日々実感している（1） 
学校という場所は，子どもが成長する場であると思う（1） 
子どもの成長を一緒に喜べることに，やりがいを感じる（1） 
子どもが学校でできることが増えていく姿を見ることが嬉しい（1） 
子どもが学校で成長していく姿を見ることに，やりがいを感じる（1） 
子どもは学校生活のなかで成長している（1） 
子どもが成長する過程を一緒に過ごせることが嬉しい（1） 
子どもが次のステップに進むときに特に嬉しく思う（1） 

子どもがセルフケ

ア力を獲得できる

ことが嬉しい 

自己導尿など子どもが手技を習得したときにやりがいを感じる（1） 
子どもが手技を覚えると嬉しい（1） 
子どもが自己の体調管理や知識を身につけた時が嬉しい（1） 
自己管理の日々の指導により，子どもができるようになる時に成長を感じる（1） 
自己管理ができるという成長が見える時にやりがいを感じる（1） 

子どもから学びながら

信頼関係を構築 
している 

子どもの笑顔を 
見られることが 
嬉しい 

子どもの打算のない笑顔が心に響く（1） 
楽しそうな子どもの姿を見られることが嬉しい（1） 
話せなくても子どもの笑顔や身振り，表情から気づけることがある（1） 
子どもの笑顔が見られると嬉しい（1） 

素直で可愛い 
子どもだから 
仕事を続けること

ができている 

日々，子どもに癒されている（1） 
言葉が通じなくても表情から癒され，救われる（1） 
子どもが可愛いので続けられている（1） 
子どもたちが可愛くて素直で，関わることが楽しい（1） 
子どもとの触れ合いが楽しい（1） 

子どものケアに 
関わりながら 
学ぶことが多い 

子どものケアを通して勉強になったり元気をもらえる（1） 
今までの看護師の人生で学ばなかったことを，今学んでいる（1） 
一緒にいさせてもらえることに感謝している（1） 

子どもとの関係性

をつくることが 
大切である 

子どもの心や体の成長が関係性の中で育まれる（1） 
子どもに，受け入れてもらえていると実感できる（1） 
子どもとの信頼関係があるからケアができる（1） 
ケアの回数が増えると，関係が良好になっていく（1） 
子どもにとって身近な存在になりたい（1） 

子どもが教育を受ける

ことを支えている 

子どもの教育を 
支えるという 
役割がある 

看護支援ではなく，勉強できる環境を整える（1） 
子どもには最大限授業は受けさせてあげたいと思う（1） 
障がいがあっても学校で勉強ができるように配慮できる（1） 
子どもたちが学校に通えるために，必要な仕事だと思っている（1） 
子どもが毎日登校できるようにするのも，学校看護師の役割だと思う（1） 
子どもが授業や校外学習に参加できるように体調面をフォローすることが，看護師の役割だと思う（1） 
看護師のサポートによって子どもの経験が広がる（1） 

地域で暮らす 
子どもと保護者を

支えている 

地域で生活する子どもの支えとなっている（1） 

学校の活動に参加できることが母の安心につながる（1） 

子どもが学校で安全に 
過ごすために必要な 
存在である 

保護者の代わりに

医療的ケアを 
行っている 

保護者の代わりに私たちがケアを行っている（1） 

学校で保護者の代わりに医療的ケアの支援をすることが，学校看護師の役割だと思う（1） 

子どもが安全に 
学校で過ごせる 
ように支援する 

ケアを安全に行い，体調を整えるのが仕事だと思う（1） 
安全に教育が受けられるように，私たちが支援している（1） 
安心・安全に教育を受けられるようにするというのが一番大切である（1） 
学校で医療的ケア児が体調よく過ごせればいいと思う（1） 

医療的ケア以外にも 
子どもと関係づくりが

できる 

病院とは違う 
関わりができる 

病院での看護とは違い新鮮な気持ちになる（1） 
病院と違い，学校での支援は子どもとの関わりが親密になる（1） 

医療的ケアの介入 
だけではない 
関わりを持てる 

自分が相手に尽くしたいという気持ちが子どもに通じる（1） 

医療的ケアをする時間以外にも色々な場面で子ども達とコミュニケーションをとっている（1） 

教職員や保護者に支え

てもらっている 

働きやすい環境で 
仕事ができている 代替の看護師がいて，仕事も休みやすいため，良い環境で働いている（1） 

教職員や保護者と

の関係づくりが大

切だと感じる 

大変だと思う時もあるが，みんなからいろいろ教えてもらい，自分のためにも良いと思う（1） 
教師と看護師を同等に見てくれて，大事にされていると感じる（1） 
先生との関わり方を覚えて面白みややりがいを感じ始める（1） 
先生や母から看護師が関わったことで子どもに良い変化があったことを伝えられる（1） 
保護者との関係も良好で，良い環境で働いていると思う（1） 
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もが可愛いので続けられている＞と『素直で可愛

い子どもだから仕事を続けることができている』

と感じ，子どもの可愛さが学校看護師を続けてい

く原動力となっていた．さらに，学校看護師は，

＜子どものケアを通して勉強になったり元気をも

らえる＞，＜今までの看護師の人生で学ばなかっ

たことを，今学んでいる＞ことから，『子どもの

ケアに関わりながら学ぶことが多い』と感じ，医

療現場では学ぶことができなかった看護を修得し

ていた． 
そして，子どもから学びながら，信頼関係構築

の重要性を感じていた．＜子どもとの信頼関係が

あるからケアができる＞，＜子どもに，受け入れ

てもらっていると実感できる＞と，医療的ケア児

のケアを通して『子どもとの関係性を作ることが

大切である』と認識していた． 
33））【【子子どどももがが教教育育をを受受けけるるここととをを支支ええてていいるる】】  
 学校看護師は＜看護支援ではなく，勉強できる

環境を整える＞ことで，医療的ケアを要する＜子

どもが毎日登校できるようにするのも，学校看護

師の役割だと思う＞と，教育現場での看護という

のは『子どもの教育を支えるという役割がある』

と，学校看護師特有の役割を認識していた．また，

学校看護師の存在が＜地域で生活する子どもの支

えとなっている＞ことや，＜学校の活動に参加で

きることが母の安心につながる＞と感じ，医療的

ケアを要する『地域で暮らす子どもと保護者を支

えている』役割があると認識していた．教育現場

の役割だけではなく，地域で暮らす子どもや家族

を包括的に支えている学校看護師の役割にやりが

いを抱いていた． 
44））【【子子どどももがが学学校校でで安安全全にに過過ごごすすたためめにに必必要要なな
存存在在だだとと思思うう】】  
  学校看護師は，＜学校で保護者の代わりに医

療的ケアの支援をすることが，学校看護師の役割

だと思う＞ように，学校で『保護者の代わりに医

療的ケアを行っている』役割があると認識してい

た．また，＜ケアを安全に行い，体調を整えるの

が仕事だと思う＞や＜安全に教育が受けられるよ

うに，私たちが支援している＞のように，医療的

ケアの実施だけではなく，『子どもが安全に学校

で過ごせるように支援する』という，学校現場に

おける医療者としての役割があると認識していた． 
55））【【医医療療的的ケケアア以以外外ににもも子子どどももとと関関係係づづくくりりがが
ででききるる】】  
  学校看護師は＜病院と違い，学校での支援は

子どもとの関わりが親密になる＞と感じ，＜病院

での看護とは違い新鮮な気持ちになる＞ことは，

『病院とは違う関わりができる』と捉えていた．

医療現場とは異なる教育現場で看護を提供するこ

とや，病院とは異なる子どもとの関係性の構築が

できることを，肯定的に捉えていた．また，＜医

療的ケアをする時間以外にも色々な場面で子ども

達とコミュニケーションをとっている＞ように，

『医療的ケアの介入だけではない関わりを持てる』

ことに，教育現場で学校看護師として働く魅力を

感じていた． 
66））【【教教職職員員やや保保護護者者にに支支ええててももららっってていいるる】】  
  学校看護師は＜代替の看護師がいて，仕事も

休みやすいため，良い環境で働いている＞と話す

ように『働きやすい環境で仕事ができている』と

感じていた．また，＜教師と看護師を同等に見て

くれて，大事にされていると感じる＞や，＜保護

者との関係も良好で，良い環境で働いていると思

う＞ように自身が周囲の関係者から大切にされて

いる体験から『教職員や保護者との関係づくりが

大切だと感じる』と認識していた. 
ⅥⅥ．．考考察察  
医療的ケア児の教育を受ける機会を保障するた

めには，学校で医療的ケアを担う学校看護師が必

要不可欠である．今回語られた，やりがいの内容

から，学校看護師の役割認識の重要性と教職員と

保護者，同職種とのネットワーク構築の必要性に

ついて考察した． 
11．．学学校校看看護護師師ののややりりががいいをを支支ええるる役役割割認認識識  
学校看護師は，医療的ケア児自身に成長発達の
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行えるようになるために必要な存在だと思う】こ

とや，【子どもが学校で安全に過ごすために必要

な存在だと思う】ことに自己の存在意義を見い出

していた．また，医療的ケア児にとって，学校看

護師は，学校に通学するために必要不可欠な存在

であることから，【子どもが教育を受けることを

支えている】という役割を認識していた．そして，

学校看護師の役割を遂行し，子どもの教育を支え

ていく中で，【子どもから学びながら信頼関係を

構築している】ことや，【医療的ケア以外にも子

どもと関係づくりができる】と医療現場とは異な

る子どもとの関係性の構築に，やりがいを感じて

いた． 
2．学校看護師は，【教職員や保護者に支えても
らっている】と，働きやすい環境で教職員や保護

者と連携できていることが，学校看護師としての

やりがいにつながっていた．教職員や保護者と円

滑に連携するためには，学校看護師や教職員，保

護者が互いの専門性や役割を理解できるような，

ネットワーク構築の必要性が示唆された． 
ⅧⅧ．．研研究究のの限限界界  
本研究は，2 県に限定した学校看護師のやりが
いについての結果であり，雇用形態などが研究結

果に影響を及ぼしている可能性も考えられ，一般

化するには限界がある． 
ⅨⅨ．．謝謝辞辞  
本研究にご協力いただきました学校看護師の皆

さま，研究を承諾していただいた学校長殿に心よ

り感謝申し上げます． 
本研究は，平成 31 年度赤い羽根福祉基金によ
る助成を受けて実施しています． 
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変化が見えたとき【子どもが医療的ケアを自ら行

えるようになるために子どもの成長を支えている】

と感じ，学校看護師の存在意義や仕事への充実感

を抱いていた．学校看護師は，高度なケアや技術

といった看護のスキルが必要であるとともに，子

どもが将来過ごすべき生活像についても見通せる

力が必要になる（古株ら，2014)．小児看護にお
いて重要であるセルフケア獲得や発達段階などの

個別性に合わせた支援が『子どもの成長に関われ

ることが嬉しい』というやりがいにつながってい

ると推察された．学校看護師の小児看護に必要な

知識や技術を向上していくことが重要であると考

える．  
また，学校看護師は，【子どもが学校で安全に

過ごすために必要な存在である】や【子どもが教

育を受けることを支えている】という役割を認識

していた．古株ら（2014）は，学校という場で，
どう看護を捉えて看護師の役割を果たしていける

のかをイメージできれば，勤務当初の期待と現実

のギャップからの回復に留まらず，アイデンティ

ティの揺らぎからの回復に向けて導いていけると

述べている．学校看護師の役割を認識することは，

教育現場における病院との看護の違い，看護師の

役割の不明確さ，教職員との連携困難による混乱

などの学校看護師が抱く揺らぎから回復すること

につながると考えられた．さらに，学校看護師が

抱く揺らぎから回復し，働き続けることは，継続

した安全な医療的ケアの提供や医療的ケア児や保

護者，教職員の安心感につながると考える． 
学校看護師の離職防止に向けて，医療的ケア児

を地域で支えている小児看護の専門家と連携し，

学校における小児看護の知識や技術，役割を周知

していく必要性が示唆された．  
22．．教教職職員員やや保保護護者者，，同同職職種種ととののネネッットトワワーークク構構
築築のの必必要要性性  
学校看護師が離職意思を抱いた理由として，教

職員との連携の困難さが半数を占めている（清水，

2018）．また，学校看護師は少人数配置であり，

孤立しやすい立場にあるため，連携の難しさなど

の悩みを解決できる場も少ない． 
しかし，本研究では【教職員や保護者に支えて

もらっている】と，＜教師と看護師を同等に見て

くれて，大事にされていると感じる＞ことや， 
＜先生や母から看護師が関わったことで子どもに

良い変化があったことを伝えられる＞ことで，学

校看護師の働きをフィードバックしてくれる環境

や，＜みんなから色々教えてもらい，自分のため

にもいいと思う＞と教職員と連携できていること

が，学校看護師としてのやりがいにつながってい

た．先行研究の結果からも，教職員との連携が円

滑である方が職務満足度が高いこと（古株ら，

2012）が報告されており，キーパーソンとなり
得る教職員や保護者との関係性が，学校看護師の

やりがいを左右することが考えられた．さらに，

松澤ら（2014）は，「個別性のある子どもを理
解し，安全で質の高いケアを実施するためには子

どもの包括的な情報を得ている教職員との円滑な

連携は必要不可欠である」と述べている．医療的

ケア児の教育を支えていくためには，教職員や保

護者とチームとして連携していく必要があり，円

滑な連携のためには，それぞれの専門性や役割を

理解し，尊重し合うことが重要である． 
また，学校看護師は他校との情報交換を行うこ

とで，自身の不安や葛藤を同じ環境で働く学校看

護師たちと共有し，解決することを望んでおり

（松澤ら，2014），学校看護師が医療的ケア児
の教育を支えるチームの一人として，専門性を活

かしていくためには，同職種と情報共有・交換で

きるような場が必要である． 
以上のことから，学校看護師や教職員，保護者

とのネットワークの構築により，同職種間でのピ

アサポートや意見交換・情報共有，それぞれの立

場の理解を促進することができ，教職員や保護者

との円滑な連携につながると考える． 
ⅦⅦ．．結結論論  
1．学校看護師は，【子どもが医療的ケアを自ら
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行えるようになるために必要な存在だと思う】こ

とや，【子どもが学校で安全に過ごすために必要

な存在だと思う】ことに自己の存在意義を見い出

していた．また，医療的ケア児にとって，学校看

護師は，学校に通学するために必要不可欠な存在

であることから，【子どもが教育を受けることを

支えている】という役割を認識していた．そして，

学校看護師の役割を遂行し，子どもの教育を支え

ていく中で，【子どもから学びながら信頼関係を

構築している】ことや，【医療的ケア以外にも子

どもと関係づくりができる】と医療現場とは異な

る子どもとの関係性の構築に，やりがいを感じて

いた． 
2．学校看護師は，【教職員や保護者に支えても
らっている】と，働きやすい環境で教職員や保護

者と連携できていることが，学校看護師としての

やりがいにつながっていた．教職員や保護者と円

滑に連携するためには，学校看護師や教職員，保

護者が互いの専門性や役割を理解できるような，

ネットワーク構築の必要性が示唆された． 
ⅧⅧ．．研研究究のの限限界界  
本研究は，2 県に限定した学校看護師のやりが
いについての結果であり，雇用形態などが研究結

果に影響を及ぼしている可能性も考えられ，一般

化するには限界がある． 
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